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市
長
　
必
要
性
、
妥
当
性
を
検

証
し
、
今
後
の
予
算
編
成
の
中

で
判
断
す
る
。

問
　
県
の
事
業
廃
止
は
本
市
の

事
業
実
施
に
影
響
が
あ
る
か
。

企
画
政
策
部
長
　
県
が
や
め
て

も
直
ち
に
撤
退
は
せ
ず
、
個
々

の
事
例
で
対
応
を
判
断
す
る
。

問
　
予
算
編
成
で
「
フ
ル
コ
ス

ト
予
算
の
試
行
」
を
示
し
て
い

る
が
、
理
由
と
対
象
部
局
は
。

市
長
　
人
的
配
分
を
事
業
費
と

合
わ
せ
、
費
用
対
効
果
を
明
瞭

に
す
る
た
め
導
入
し
た
。
具
体

的
な
部
局
は
想
定
し
て
い
な
い
。

問
　
こ
の
方
法
で
は
、
人
員
を

増
や
す
と
事
業
費
が
削
減
さ
れ

る
た
め
、
増
員
の
要
望
が
で
き

な
い
状
況
に
な
ら
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
職
員
を
減
員

し
な
け
れ
ば
事
業
費
が
確
保
で

き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
必
要

な
部
署
に
は
人
材
と
資
源
を
投

入
し
て
い
く
。

大
雨
に
よ
る
河
川

治
水
対
策
に
つ
い
て

問
　
金
目
川
の
河
床
を
掘
削
し

て
水
位
を
下
げ
た
ら
ど
う
か
。

土
木
部
長
　
水
位
を
下
げ
る
こ

髙
山
　
和
義 
議
員

平
成
26
年
度
予
算

編
成
方
針
に
つ
い
て

問
　
重
点
施
策
に
「
ツ
イ
ン
シ

テ
ィ
整
備
」
と
あ
る
が
、
大
神

地
区
の
地
権
者
の
意
見
の
対
立

を
ど
の
よ
う
に
ま
と
め
、
事
業

を
進
め
て
い
く
の
か
。

市
長
　
土
地
区
画
整
理
事
業
に

向
け
た
合
意
形
成
は
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。
ま
ち
づ
く
り
の
必

要
性
を
訴
え
、
地
権
者
に
充
分

な
説
明
を
し
て
い
く
。

問
　
土
地
活
用
意
向
調
査
の
未

回
答
者
に
不
利
益
は
な
い
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
地
権
者
間
で

不
平
等
が
な
い
よ
う
換
地
計
画

を
進
め
て
い
る
。
準
備
会
と
と

も
に
市
も
意
見
を
聞
い
て
い
る
。

問
　
県
の
緊
急
財
政
対
策
で
本

市
の
事
業
へ
の
補
助
金
が
廃
止

さ
れ
た
場
合
、
市
単
独
で
実
施

す
る
の
か
。

と
が
抜
本
的
解
決
で
あ
り
、
土

砂
の
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫
を
県
に
要
望
す
る
。

問
　
浸
水
地
域
に
土
の
う
を
常

時
配
備
し
た
ら
ど
う
か
。

土
木
部
長
　
岡
崎
地
区
・
中
原

地
区
に
は
配
備
し
て
あ
る
。
横

内
地
区
は
２
か
所
追
加
し
て
設

置
す
る
こ
と
で
自
治
会
と
合
意

し
た
。
ほ
か
の
地
域
も
自
治
会

と
相
談
し
て
拡
大
し
た
い
。

特
定
秘
密
法
の
影
響

問
　
特
定
秘
密
保
護
法
の
施
行

で
災
害
時
に
市
に
情
報
が
入
ら

な
く
な
る
危
惧
は
な
い
の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長
　
法
に
は

あ
い
ま
い
な
部
分
が
あ
り
、
賛

否
両
論
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
。
必
要
な
情
報
は
国
・
県

に
積
極
的
に
求
め
て
い
く
。

い
じ
め
防
止
対
策

推
進
法
に
つ
い
て

問
　
い
じ
め
の
な
い
学
校
生
活

を
送
る
た
め
の
指
導
方
針
は
。

教
育
長
　
い
じ
め
の
未
然
防

止
、
関
係
機
関
と
の
連
携
、
教

職
員
へ
の
啓
発
を
柱
に
、児
童
・

生
徒
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

学
校
環
境
を
構
築
し
た
い
。

問
　
道
徳
教
育
に
は
限
界
が
あ

る
。
市
独
自
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長
　「
い
の
ち
の
授
業｣

の
取
り
組
み
を
実
情
に
相
応
し

た
方
法
で
実
施
し
て
い
る
。

一問一答方式の採用
　平塚市議会では、議会をより分
かりやすいものにしていくための
改革を進めています。本会議にお
ける「一問一答方式」の導入もそ
の一つ。課題をより深く追及し、
明確な答弁を引き出すためのもの
です。議員はこの「一問一答方式」
と、これまで行ってきた「一括質
問・一括答弁」から質問のテーマ
に合った方法を選択して、市民の
皆さんにも分かりやすい質疑を
行っています。

日
本
共
産
党
平
塚
市
議
会
議
員
団

質総
問括
主な質問と答弁

12
月
定
例
会

12月定例会の質問者と主な項目 （　 ）内は質問時間
　⑵　年間を通して七夕を感じられるまち
　⑶　公共施設の利活用
２　指定管理者制度について
３　学校と地域の連携について
　⑴　現状と課題
　⑵　アウトリーチの活用
４　平塚プレミアム商品券について
小笠原　千惠美：公明ひらつか（15分）
１　平塚市健康増進計画より
　⑴　がん検診について
　⑵　検診受診率向上にむけて
２　孤立死等防止のバックアップ体制につい
　て
小泉　春雄：湘南フォーラム（16分）
１　駅（西口）周辺魅力アップ事業について
　⑴　駅西口中地の土地利用
２　水害への対応について
　⑴　打間木排水路の整備
３　女性職員の管理職登用について
高橋　紀英：無所属（25分）
１　平成２６年度予算編成方針について
　⑴　財政状況
　⑵　基本方針
　⑶　重点施策
２　平塚市職員育成基本方針について
　⑴　職員育成の課題
　⑵　職員の法令遵守
３　小中学生の心と身体の健康について
　⑴　食生活の実態
　⑵　喫煙・飲酒等
鈴木　亜紀子：無所属（19分）
１　子宮頸がん予防に関わる諸課題について
２　障がい者の社会参加について

山原　栄一：湘南フォーラム（30分）
１　市長に問う
　⑴　ツインシティ計画地の土地購入問題
　⑵　平塚のまちづくりと「北の核」大神地
　　区の未来図は
２　台風やゲリラ豪雨に備えたまちづくり
　⑴　河川、排水路の整備に向けて
　⑵　内水被害の減災に向けて
３　保育園の待機児童対策について
４　新平塚市施設白書の考え方について
５　まちづくりセンター推進事業について
６　新市民病院経営計画について
７　平塚市の玄関口をバリアフリーに
野崎　審也：清風クラブ（30分）
１　平成２６年度予算編成の基本方針から
　⑴　平塚市総合計画の着実な取り組み
　⑵　決算も踏まえた行財政改革の取り組み
２　住みたいまち平塚をめざして
　⑴　ツインシティ整備推進事業の現状と課
　　題
３　子育てするなら平塚
　⑴　待機児童ゼロをめざして
４　諸課題
　⑴　駅南口の整備
　⑵　ＪＴ平塚工場の閉鎖と今後
　⑶　サイクルシェアリングの導入
鈴木　晴男：公明ひらつか（30分）
１　市長に問う
　⑴　ツインシティ整備推進事業とまちづく
　　り
　⑵　来年度の予算編成
　⑶　平塚市職員コンプライアンス推進指針
２　教育長に問う

　⑴　平塚市学校給食共同調理場調理等業務
　　委託事業
臼井　照人：平塚クラブ（30分）
１　市長に問う
　⑴　土地取得に関わる新聞報道から
　⑵　ツインシティ大神地区土地区画整理組
　　合設立準備会への補助金支出について
２　新環境事業センターについて
　⑴　大神地区と交わした合意書
３　医療費削減に向けた取り組み
　⑴　口腔ケアについて
髙山　和義：日本共産党平塚市議会議員団（25分）
１　平成２６年度予算編成方針について
２　災害・防災対策について
　⑴　大雨による河川の治水対策
　⑵　ビッグレスキューと地域防災
　⑶　特定秘密保護法の自治体への影響
３　いじめ防止対策推進法について
内堀　祐一：湘南フォーラム（25分）
１　福祉計画について
　⑴　地域福祉計画
　⑵　高齢者・障がい者の福祉計画
２　スポーツの推進について
３　森を活用した災害に強いまちづくりにつ
　いて
４　ペットの飼育について
　⑴　地域猫の現状
　⑵　災害時のペットの扱い
５　地域の犯罪について
佐藤　貴子：清風クラブ（25分）
１　男女共同参画の推進
　⑴　推進事業の成果と課題
　⑵　各種団体への啓発

２　成年後見利用支援センターの設置につい
　て
３　市民への広報活動及び情報伝達のあり方
４　空き家対策について
永田　美典：公明ひらつか（20分）
１　平塚市総合計画平成２６年度版実施計画
　（素案）
　⑴　見附台周辺地区整備事業
　⑵　新庁舎建設事業
２　平塚駅西口バリアフリー化工事
３　地域公共交通について
　⑴　空白地域の利便性向上
金子　修一：平塚クラブ（22分）
１　ツインシティ大神地区土地区画整理事業
　補助金について
２　平塚市公共施設内の既得権益について
３　市長親族企業との随意契約について
渡辺　敏光：日本共産党平塚市議会議員団（14分）
１　市内中小企業活性化対策
　⑴　施策
２　自然再生エネルギーへの市の対応
　⑴　平塚市の現状と目標
　⑵　市民への普及
端　文昭：湘南フォーラム（20分）
１　平塚市職員コンプライアンス推進指針に
　ついて
２　相模小学校の移転問題について
３　子宮頸がんワクチンの接種について
４　学童保育（放課後児童健全育成事業）に
　ついて
数田　俊樹：清風クラブ（23分）
１　本市の観光行政について
　⑴　現状と課題

渡
辺
　
敏
光 

議
員

自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
市
の
対
応

問
　
予
算
要
望
で
「
原
発
か
ら

速
や
か
に
撤
退
し
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
国
に
要

望
す
る
こ
と
」
と
求
め
た
の
に

対
し
て
、
市
か
ら
「
原
発
か
ら

の
撤
退
が
社
会
に
影
響
し
な
い

こ
と
が
明
確
に
な
ら
な
い
限
り

難
し
い
」
と
回
答
が
あ
っ
た
。

県
は
太
陽
光
発
電
を
有
望
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と
認
識
し
て
い
る

が
、
本
市
は
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
の
か
。

環
境
部
長
　
本
市
の
市
域
は
比

較
的
平
坦
で
、
日
照
条
件
に
恵

ま
れ
た
地
域
特
性
か
ら
、
太
陽

光
発
電
は
有
望
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
平
成
16
年
度
か
ら
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
制
度

を
実
施
し
て
い
る
が
実
績
は
。

環
境
部
長
　
24
年
度
ま
で
の
補

助
件
数
は
１
５
５
６
件
、
延
べ

発
電
能
力
は
６
９
７
０
キ
ロ

ワ
ッ
ト
で
あ
る
。
申
請
件
数
は

23
年
度
以
降
大
幅
に
増
加
し
て

お
り
、関
心
は
高
い
と
考
え
る
。

問
　
こ
の
補
助
制
度
の
26
年
度

の
実
施
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

環
境
部
長
　
設
置
の
費
用
が
下

が
っ
て
い
る
こ
と
や
余
剰
電
力

の
買
い
取
り
制
度
の
導
入
で
、

設
備
の
導
入
へ
の
市
民
の
負
担

が
大
幅
に
低
く
な
っ
た
こ
と
を

踏
ま
え
て
見
直
し
を
検
討
す

る
。
太
陽
光
発
電
は
有
効
な
自

然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
の
で
、

今
後
も
普
及
促
進
に
は
努
め
て

い
く
。

問
　
市
民
も
太
陽
光
発
電
の
導

入
を
望
ん
で
い
る
が
、
ま
だ
コ

ス
ト
が
高
い
。
設
置
費
の
補
助

は
継
続
す
べ
き
で
あ
る
。

環
境
部
長
　
有
望
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
認
識
し
て
お
り
、
補
助

を
や
め
る
と
い
う
判
断
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

分かりやすい議会への取り組み


